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──周作クラブ会報──

　

企
画
展
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
遠
藤
周
作

と
歴
史
小
説
―
『
沈
黙
』
か
ら
『
王
の
挽
歌
』

ま
で
」。
本
展
示
で
は
、
九
州
を
舞
台
に
し

た
『
沈
黙
』『
女
の
一
生　

一
部
・
キ
ク
の

場
合
』『
宿
敵
』『
王
の
挽
歌
』
を
中
心
に
、

神
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
一
連
の
遠
藤
周

作
氏
の
歴
史
小
説
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

遠
藤
氏
が
歴
史
に
材
を
と
っ
た
作
品
の

ジ
ャ
ン
ル
は
、
純
文
学
、
評
伝
、
ユ
ー
モ
ア

小
説
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
と
く
に
、
晩

年
は
戦
国
時
代
を
舞
台
に
し
た
作
品
が
多
く

書
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
は
二
部
に
分
か
れ
、
第
一
部

（
第
Ⅰ
展
示
室
）「
歴
史
小
説
の
世
界
」
で
は
、

そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
特
に
九
州
の
キ
リ
ス
ト

　

歴
史
を
心
と
肌
で
感
じ
、
楽
し
む
こ
と
を

忘
れ
な
い
狐
狸
庵
先
生
の
歴
史
遊
び
の
極
意

を
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
（
平
成
27
年
）、
長
崎
は
宗
教
史
上

の
奇
跡
と
言
わ
れ
る
「
信
徒
発
見
」（『
女
の

一
生　

一
部
・
キ
ク
の
場
合
』
参
照
）
か
ら

１
５
０
周
年
、
原
爆
投
下
か
ら
70
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の

企
画
展
の
テ
ー
マ
に
含
ま
れ
る
、
キ
リ
ス
ト

を
め
ぐ
る
人
間
の
ド
ラ
マ
は
、
こ
の
二
つ
の

歴
史
に
密
接
に
繋
が
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に

き
て
、
遠
藤
文
学
が
投
げ
か
け
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、
よ
り
多
く
の
方
に
受
け
と
ら
れ
、
現

在
に
繋
が
る
過
去
の
歴
史
に
目
を
向
け
る
機

会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

　

企
画
展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
５
月

24
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、「
遠
藤
周
作
と
歴
史
小
説
」
と
題
し

て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
（
土
）
は
、
京
都
外
国
語
大
学

の
長
濱
琢
磨
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

「
遠
藤
周
作
の
歴
史
小
説
―
〈
歴
史
其
儘
〉

と
〈
歴
史
離
れ
〉」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
26

回
文
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

７
月
19
日
（
土
）
は
、
遠
藤
氏
が
小
説
の

舞
台
で
あ
る
長
崎
と
外
海
を
訪
ね
、『
沈
黙
』

執
筆
の
背
景
に
つ
い
て
語
る
『
母
な
る
も
の

―
人
間
の
同
伴
者
』（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
）

の
ビ
デ
オ
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
お
申
し
込
み
方
法
は
「
長
崎
文
学
館
便

り
」
の
催
し
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

記
・
北
村
沙
緒
里

�

（
遠
藤
周
作
文
学
館
専
門
研
究
員
）

教
の
歴
史
に
関
わ
る
も
の
を
扱
い
、
日
本
人

と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
テ
ー
マ
を
生
涯
の
宿

題
と
し
た
作
家
の
歴
史
へ
の
眼
差
し
を
追
い

ま
す
。

　
「
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
エ
ス
と
関

わ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
だ
け
で
彼
等
は
私
の
親

な
の
で
あ
る
。
同は
ら
か
ら胞

な
の
で
あ
る
。」

　

こ
れ
は『
走
馬
燈
―
そ
の
人
た
ち
の
人
生
』

（
毎
日
新
聞
社
）
で
遠
藤
氏
が
切
支
丹
時
代

を
生
き
た
日
本
人
た
ち
に
想
い
を
寄
せ
た
一

節
で
す
。

　

今
回
取
り
あ
げ
た
作
品
の
な
か
で
、『
宿

敵
』『
王
の
挽
歌
』
の
主
人
公
で
あ
る
、
小

西
行
長
と
大
友
宗
麟
は
、
日
本
の
切
支
丹
史

上
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
ま
た
遠

藤
氏
が
自
分
に
繋
が
る
人
物
と
し
て
特
に
関

心
を
も
っ
た
「
同
胞
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
二
作
品
を
、
今
回
は
じ
め
て
テ
ー
マ
の

柱
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
改
め
て
一
連
の
歴

史
小
説
の
根
底
に
流
れ
る
信
仰
の
テ
ー
マ
を

観
覧
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
感
じ
と
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。展
示
資
料
と
し
て
は
、

原
稿
・
草
稿
の
ほ
か
、
小
西
行
長
の
評
伝
を

構
想
し
た
時
の
ノ
ー
ト
、『
王
の
挽
歌
』
執

筆
当
時
に
使
用
し
た
手
帳
な
ど
、
小
説
の
創

作
に
関
連
す
る
直
筆
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

第
二
部（
第
Ⅱ
展
示
室
）「
歴
史
を
訪
ね
て
」

で
は
、
創
作
の
重
要
な
過
程
で
あ
る
取
材
旅

行
に
焦
点
を
あ
て
、
遠
藤
氏
が
足
を
運
ん
だ

ゆ
か
り
の
地
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
知
れ
ず
残
さ
れ
た
旧
跡
を
訪

ね
る
の
が
好
き
だ
っ
た
遠
藤
氏
の
山
城
め
ぐ

り
や
旅
行
な
ど
、
遊
び
の
側
面
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

企
画
展
の
内
容

　

平
成
26
年
５
月
24
日
（
土
）
よ
り
、
長
崎

市
遠
藤
周
作
文
学
館
で
は
第
８
回
企
画
展
と

し
て
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し

た
。

■
遠
藤
周
作
文
学
館
■

新
展
示
「
遠
藤
周
作
と
歴
史
小
説

―
―
『
沈
黙
』
か
ら
『
王
の
挽
歌
』
ま
で
」

第
８
回
企
画
展
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
で
は
、
２
０
１
４
年
５
月
24
日
（
土
）
よ
り
、
第
８
回
企
画

展
「
遠
藤
周
作
と
歴
史
小
説
―
―
『
沈
黙
』
か
ら
『
王
の
挽
歌
』
ま
で
」
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
当
館
で
は
２
年
ご
と
に
展
示
内
容
を
替
え
て
お
り
、
本
企
画
展
は
２
０
１
６
年

５
月
ま
で
行
う
予
定
で
す
。
今
回
は
歴
史
小
説
の
中
か
ら
九
州
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
主

に
扱
い
、
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
歴
史
ド
ラ
マ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
８
回
企
画
展
の
ポ
ス
タ
ー
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◆主な記事◆
遠
藤
文
学
「
原
点
の
旅
」�（
２
・
３
面
）

『
侍
』
展
報
告�

（
６
・
７
面
）

井
上
洋
治
神
父
の

　

帰
天
に
寄
せ
て�

（
８
・
９
面
）

「
原
稿
発
掘
」�

（
10
面
）

文
学
セ
ミ
ナ
ー�

（
12
面
）


